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1. 研究背景 

近年、GPS など人や物の位置情報を測位する技

術の向上により位置情報をベースとしたサービ

スが増加している。我々の身近なところでは携

帯電話に GPS が内蔵され、人ナビゲーションサ

ービスなどが利用されている。一方、人の行動

パターンを分析する研究も行われている。人の

位置情報から利用者の行動パターンを抽出する

ことができれば、利用者に対してより高いサー

ビスを提供することができると考えられる。本

研究では莫大なデータからパターン抽出する手

法であるデータマイニングを利用し、位置情報

の履歴から人の行動モデルを構築することを目

指す。 

 

2. 既存研究 

既存の研究として参考文献の[１]がある。こ

の研究ではマルコフモデルで人の行動をモデル

化しようと試みている。この研究では行動パタ

ーンのモデル化に成功しているが移動先が増え

るに連れモデルの精度は落ちている。また、時

間軸などを考慮した予測は行われていない。こ

の結果から人の位置情報のみで行動モデルを構

築することは困難であると思われる。そこで位

置情報に空間の特徴情報を付加すればより正確

なモデルを構築できるのではないかと考えた。

本研究ではこの空間特徴を利用するという点が

これまでの研究とは異なる。 

 

3. 空間特徴とは 

空間特徴とは人の移動先や移動する際に通過

した空間の特徴のことを指す。その例として 

 

 

 

 

図１ 位置情報と空間情報 

 

気温、湿度、天気、建物や店舗の種類、などが

あげられる。例から分かるように我々の身の回

りの多くのものが空間特徴として利用できる。

そのためどの要素を分析に利用するかが重要に

なると考えられる。 

 

4. データの収集 

行動モデルを構築するためにデータの収集を

行った。位置情報の測位には Garmin 製の GPS 

eTrex Vista（図２右）を使用した。また、空間

情報である温度、湿度、不快指数、気圧、照度、

騒音の測位には学研製の気象モバイルメモリ

ー・エコメモ（図２左）を使用した。データ収

集を行ったのは 11 月から 12 月にかけての約一

ヶ月間である。データの収集は大学生一名が、

GPS とモバイルメモリーを移動時に携帯すること

で行った。データ収集は東京電機大学千葉ニュ

ータウンキャンパスを中心に半径約 5 キロの範

囲で行った。また移動手段には自転車と車を使

用した。位置情報の測位は 10 秒間隔で行った。

また、モバイルメモリーはプログラムの制約に

より 5 分間隔で測位をおこなった。データは三

日に一度ノート型パソコンにダウンロードし、

機器の電池交換を行った。約一ヶ月間のデータ
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収集により GPS では 39000 ポイント、モバイル

エコメモリーでは 8400 レコードのデータを収集

することができた。 

 

 

図２ データ収集に利用した機器 

左）気象モバイルメモリー 右）eTrexVista 

 

5. データ収集における問題点 

データを収集する上で幾つかの問題点があっ

た。まず一つは電源の問題である。位置情報と

空間情報を測位するのに使用した機器は両方と

も乾電池で動作するため、長時間に渡る測位は

困難であった。また、機器のメモリーの仕様の

問題から密度の高い測位を行うことはできなか

った。このため片方の機器では測位が行えてい

たのにも関わらず、もう片方の機器では測位が

行えていなかった等の問題も発生した。なお GPS

は屋外環境においてのみ測位が可能なため、屋

内でのデータは収集することはできなかった。

また、気象モバイルメモリーの照度センサーは、

機器を携帯時に鞄の中に入れていたため正常な

データを収集することはできなかった。 

 

6. データの観察 

収集したデータの観察を行った。被験者の移

動先を観察した結果、主な移動先は自宅、大学、

飲食店、アルバイト先、複合施設などであった。

また、モバイルメモリーで収集したデータを観

察した結果、時間帯によって温度や湿度に大き

な変化が見られた。これは室内外の移動に関係

していると思われる。今後の分析においてこの

ような空間特徴の変化が結果に影響を及ぼすと

予想される。 

7. 今後の研究方針 

今後は GPS で収集した位置情報をトラック毎

のデータに変換する作業を行う。次に、モバイ

ルメモリーで収集したデータをトラックに関連

付けする作業を行う。位置情報をトラックデー

タ（図３）に変換するためには移動を開始した

レコードと終了したレコードを割り出さなけれ

ばならない。 

 

 

図３ トラック概念図 

 

これらを割り出す手法としては前後レコード

との座標の差や時間の差を利用する方法がある。

位置情報をトラックデータに変換することで被

験者が地点Ａから地点Ｂに移動する際に利用し

た経路を記号することができる。この記号化さ

れた経路に対してどのようにどのような空間特

徴を付加するかということが今後の課題である。 
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